
 

  

人口減・ 
コミュニティ力（高） 

人口増・ 
コミュニティ力（低） 

人口増・ 
コミュニティ力（高） 

上尾市の未来についてのシナリオプランニング（Aグループ） 

●Aグループは「人口」「コミュニティ」を２軸に選んだ。 

●理想的な状態はある程度の人口が維持され、コミュニティ力も保たれている状態。具体
的には「地域内での人のつながり」があり、「地域の見守り体制」や「防災力」が機能し

ている状態が考えられる。 

人口増 人口減 

コミュニティ力（高） 

コミュニティ（低） 

【状態】 

●住民が生き生きしている 

●地域内での人のつながり 

●地域の見守り体制の強化 

●防災力の向上 

●共生社会（外国人などを含めた多様性）の実現 

【取り組み】 

〇「上尾ならではのもの」や「おしゃれな街」、文化的施設のPR 

〇子育て支援のPR 〇医療の充実 〇市内の雇用創出 〇緑 

〇男性の地域参加 〇自治会活動の民主化 

〇場所の充実 〇緑 コミュニティ活性化 

人口増 

【状態】 

●担い手不足（減少） 

●インターネットコミュニティ 

 

 

【状態】 

●高齢者の孤立 

●空き家の増加 

 

 

【状態】 

●外国人の孤立 

●防災力の低下（有事の際のまとまりに懸念） 

●新しい人が地域に入っていけない 

 

 

人口減・ 
コミュニティ力（低） 



 

  

不健康・ 
だれもが生き生きと 

暮らせる 

健康・ 
だれもが生き生きと 

暮らせない 

健康・ 
だれもが生き生きと 

暮らせる 

上尾市の未来についてのシナリオプランニング（Bグループ） 

●Bグループは「健康」「だれもが生き生きと暮らせる」を２軸に選んだ。 

●ウォーキングなど健康づくりに向けた活動を拡大しつつ、高齢者、障害者、外国人との
共生のほか、働く女性の子育てのしやすさにも目を配り、「誰一人取り残さない」まちの

実現を目指す。 
 

健康 不健康 

だれもが生き生きと暮らせる 

だれもが生き生きと暮らせない 

不健康・ 
だれもが生き生きと 

暮らせない 

外国人との 

共生 

障害者との 

共生 

高齢者との 

共生 

高齢者が家
から出てく

る 

ノーマライ

ゼーション 

介護する人
のメンタル

良 

スポーツす
る人が 
増える 

みんなが 
ウォーキン

グ 

サークル活
動活発化 

医療費減 

労働人口増 
就業定着率

増 

税収増 

大きな声を
出す 

国際スポー
ツ大会開催 

ボランティ
ア体験 

サイクリン
グ・ウォー
キング路増 

健診受診率
100％ 

働く女性も
子育てしや

すい 

社会的弱者
への理解進

む 

子育て支援
の場増える 

SDGsへの
取り組み 

先生の働き
方改革 

身近な施設
（公民館・
学校）活用 

体協加盟団
体の活性化 

労働人口減 

健診受診率
低い 

引きこもり

の人増増 
税収減 

治安悪化 

ストレス抱
える人像 

医療費増 残業増 



 

  

市民活動・コミュニティ支援（悪）・ 

シティセールス（良） 

市民活動・コミュニティ支援（良）・ 

シティセールス（悪） 

市民活動・コミュニティ支援（良）・ 

シティセールス（良） 

上尾市の未来についてのシナリオプランニング（Cグループ） 

●Cグループは「シティセールス」「市民活動・コミュニティ支援」を２軸に選んだ。 

●市民の自分のまちへの関心・愛着を基盤にシティセールスを成功させ、人口増を達成す

るとともに、自治会への若年世代加入など、市民活動の活発化も見込む。 

市民活動・ 

コミュニティ 

支援（良） 

シティセールス（良） 

シティセールス（悪） 

市民活動・コミュニティ支援（悪）・ 

シティセールス（悪） 

市民活動・ 

コミュニティ 

支援（悪） 

人口増・ 
観光客増 

休耕地の活
用 

企業増える
（企業活動
活発化） 

安全安心を
売り込む 

親子での活
動増（施設
も増） 

自然 

市民が自分
のまちよく
知っている 

市民が自分
のまちに関
心ある 

税収増 
自治会に若
い人入って

くる 

若い世代加
入で地域活

性化 

コミュニケ
ーション増

加 

特区づくり
（農地含
め） 

見守りの人
増える 

ボランティ
ア活動が活

発 

高齢者引き
こもり増 

福祉施設 
増加 

公共施設の
負担増 

人口減 
自治会活動
高齢化 

個人商店の
減少 



 

子育てしにくい・ 
特化・充実していない

教育 

子育てしにくい・ 
特化・充実した教育 

子育てしやすい・ 
特化・充実していない

教育 

子育てしやすい・ 
特化・充実した教育 

上尾市の未来についてのシナリオプランニング（Dグループ） 

●Dグループは「子育て」「教育」を２軸に選んだ。 

●子育て世代への支援を通じ、教育環境の底上げを図りつつ、子どもの個性の伸長を意識
した画一的でない教育の実現を目指す。上尾市ならではの教育を地域の強みとして発信し

ていく。 

子育て 
しやすい 

特化・充実した教育 

【状態】 

●多様性を認める教育 

●福祉政策の充実 

【取り組み】 

〇学校ごとに特化した科目 

〇タブレット等の教材の充実 

〇ALT教育のアピール 

〇学校でできない教育を行う（子どもの個性・感受性を伸ばす） 

〇子ども食堂等フォロー体制の充実 

〇「原市寺子屋」「おやじの会」「サマースクール」の取り組み参照 

〇集会所等活用し、自治会の協力を得る 

【状態】 

●学校ホームページが画一的で特徴がない 

●結婚を考える世代は経済的に厳しい 

●子育て世代の孤立（まち全体で子育てする雰囲気の醸成が課題） 

【取り組み】 

〇教員の職場環境改善、能力向上が求められる 

〇貧困世帯の学力向上 

〇１人親世帯等のサポートが必要 

 

 

子育て 
しにくい 

特化・充実していない教育 


